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「P2P」って
聞いたことありますか？



2000年代
一世を風靡した
ネットワーク理論



「ICT」のトレンド

1980年代 マルチメディア

1990年代 ユビキタス

2000年代 P2P

2010年代 IoT、AI



「P2P」とは？

□サーバ（仲介者）を介することなく、端末
同士が直接コミュニケーションすることによ
りネットワークコミュニティを構築
□友達の友達は友達の論理で繋がるネット
ワークコミュニティを自己増殖
□ボトムアップ型、自己組織化型、自律分散
協調型のネットワーク



「P2P」の歴史

1998年 ブローカレス理論の発表
（世界初のP2P理論）

2000年 ファイル交換ソフトの流行
2004年 スカイプの登場
2004年 SNSの流行
2004年 NTTフレッツ光サービス(Grid)
2009年 FinTech(ブロックチェーン)の登場



「NTTフレッツ光サービス」に注目

インターネット

フレッツ光

ユーザ
端末

仮想的なスーパーコンピュータ

SIONet

巨大な建物内に設置

スーパー
コンピュータ

NTTフレッツ光サービス 従来
開発費:1000億円
運営費：100億円

低コスト化を
実現

ブローカレス理論（P２P)による繋がり
トップダウン型



「NTTフレッツ光サービス」の特徴

すでに存在しているPCなどのコンピュー
タ資源をブローカレスで繋げる（P2P技
術でボトムアップで繋げる）ことでスパ
コンを実現

ゼロからトップダウンでスパコンを構築
するのではなく、



新たな地域活性化の推進
□地域コミュニティブランド（SCB)理論の研究

□SCBは地域に点在する地域資源をブローカレス
で繋げるための技術。ICT理論を地域活性化に活用
□地域資源をブローカレスで繋げることで地域活
性化のためのコミュニティ（プラットフォーム）
を構築
なお、P2Pは、コンピュータ資源をブローカレ

スで繋げるための技術



新たな地域活性化の推進
□新たな地域資源の開発

□すでに存在している（分散している）地域資源
をブローカレスで繋げる

両者のアプローチが必要



繋がるのは当たり前
繋がり方が大切

繋がるための理論
ブローカレス理論（P2P）

SCB



P2P 星合

地域コミュニティブランド



□1986 TRONプロジェクトに参画

□1986 NTT研究所に入所

□1995 米国ベルコミュニケーション

研究所に客員研究員として留学

□1998 ブローカレス理論を提唱

(世界初のP2Pネットワーク理論）

□2011 SCB理論を提唱

(P2P等を活用した地域活性化理論）

□2012  NTT(経営職群・参与)を

退職，崇城大学情報学部教授に着任



このような地域コミュニティブランドはどのような背景から誕生したのでしょうか？
地域コミュニティブランドの提唱者である星合教授は，本来はネットワーク，コンピュータ，オペ

レーティングシステム，ソフトウエア工学などのICTの専門家です．１９８６年にNTT研究所に入所
すると，オールジャパンで国産のオペレーティングシステムの研究開発を推進していたトロンプロ
ジェクトに配属されました．ここで，約７年間，オペレーティングシステムの研究開発や標準化に従
事するとともに，OSカーネルの仕様設計責任者を務めました．１９９５年，３３歳のとき，次世代
ネットワークの研究のため，米国のベルコミュニケーション研究所に２年間留学しました．ここでの，
経験が１９９８年のブローカレス理論の提唱につながりました．発表当時，まったく注目されなかっ
た，ブローカレス理論ですが，２０００年のグヌーテラやナップスターといったＰ２Ｐファイル交換
アプリの登場により，ブローカレス理論が世界初のＰ２Ｐ技術として，世界的に一躍注目されるよう
になりました．それ以降，ブローカレス理論を用いたネットワークシステムの実用化に向けての研究
開発を推進しました．２０１１年以降は，Ｐ２Ｐ技術を用いて，地域における人的ネットワークの形
成や，地域資源をブローカレスで繋げることで，そこから地域活性化やコミュニティビジネスの創発
を図ることを目的とした「地域コミュニティブランド」の研究を進めています．これは，P2P技術を
地域の人的ネットワークや地域資源の繋がりに活かせないかとの発想から生まれたものです．我々は、
ICTの理論を地域活性化に活用する取り組みを総称して「SCB:地域コミュニティブランド」と呼んで
います。これは、単に、ホームページやアプリを作ることを意味するのではなく、数ある業界の中で
最も成功したICT業界の成功の秘訣，エッセンスを地域活性化に活かすべきであると考えたからです．



地域活性化PFを構成するピア

地域活性化ＰＦ

ピア（クライアント）TV局・ラジオ局
新聞・雑誌などの
メディア企業 IT企業 行政

医療機関

熊本信用金庫 市民 NPO

TED×Kumamoto崇城大学SCB放送局
新市街スタジオ

プロスポーツ

教育機関

商店街



崇城大学SCB放送局

新市街スタジオ

キャンパス
スタジオ
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